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市道の維持管理について

子育て関連施策について

新型コロナウイルス感染症等の家庭でのガイドラインについて

災害廃棄物処理体制の構築について

バリアフリー対応型信号機の整備について

▲道路通報システムリーフレット（東京都建設局）

▲市独自事業の「総額１億円キャッシュバック事業」チラシ

▲福生駅西口地区施設計画イメージ図

▲福生市子ども読書活動推進計画

▲バリアフリー対応型信号機

　質問　道路には交通機能や生活基
盤、またライフラインの収容や災害
時の空間機能といった役割があり、
自動車や自転車、歩行者が安全に利
用できるように路面状態を保つこと
が重要だが、本市では、市道におい
てどのような維持管理に努めている
のかを伺う。

　質問　日経DUALと日経新聞社
による「共働き子育てしやすい街ラ
ンキング」では全国４位となった。
本市の子育て関連施策が長期にわた
り高評価を継続できる理由を伺う。
　市長　このランキングは、コロナ
禍においていかにスピード感を持っ
て政策が打ち出せたかが焦点だった。

　質問　家庭で症状や感染者が出た
場合のガイドラインを市民へ分かり
やすく周知すべきではないか。
　市長　感染して療養する場合、御
本人や濃厚接触者に保健所が注意点
などを説明している。また自宅療養
者や濃厚接触者向け情報や清掃・消
毒や家庭内での注意等を保健所のホ

　質問　がれき処理用の５つの仮置
場のうち３か所は多摩川沿いで、冠
水時は代替地が必要になるが、適地
の条件や候補地について伺う。
　総務部長　東京都は仮置場は原則
的に公有地で、利用しやすい土地で
液状化の可能性が低く、二次災害や
環境、地域の基幹産業への影響が小

　質問　第３期福生市バリアフリー
推進計画では対応型信号機の整備を
進めると書かれており、令和元年度
の進捗と評価はＡランクとされてい
る。その所見と、特に視覚障害者向
け音声付き信号機の整備状況を伺う。
　市長　信号機の整備には福生警察
署と協議を行い、設置箇所の選定は、

　市長　平成25年度の道路法施行規
則の一部改正で５年に一度道路スト
ック点検が義務付けられたことから、
同年に橋梁長寿命化修繕計画を策定、
市内19か所の総点検を実施した。市
道では令和元年度に路面下空洞調査
等の道路ストック点検を実施。点検
結果を対応の緊急度合い別に仕分し

本市では、ひとり親家庭等へ市独自
の給付金３万円をいち早く支給した
「ひとり親家庭等への臨時特別給付
金給付事業」をはじめ、「ウェルカ
ム赤ちゃん臨時特別給付金事業」、
「総額１億円キャッシュバック事業」
など、他の自治体よりも手厚く、そ
してスピード感と独自性を持って事

ームページで案内しており、本市ホ
ームページからもリンクしている。
福生駅西口地区市街地再開発事業の
本市中心部としての役割について
　質問　都市機能を集約しにぎわい
を創出するとのことだが、具体的な
内容及び本市の中心部としての役割
をどう果たしていくのかを伺う。

さく、廃棄物を運搬できる道路に面
すること等を条件としている。本市
は市域がほぼ住宅地で全ての合致は
難しいが、可能な限り効果的・効率
的に処理できる場所を選定したい。
ジュニア司書養成講座について
　質問　第四次福生市子ども読書推
進計画の新規事業とのことだが、詳

駅や病院など高齢者や障害者の利用
頻度が高いと考えられる施設周辺の
ニーズを把握の上、総合的に判断す
る。これらを踏まえ、平成29年の「福
生市高齢者・障害者生活実態調査」
報告書で設置要望箇所として挙げら
れていた福生市役所前交差点など３
か所と、福生署との協議から福生駅

対象路線を選定、計画的に補修工事
に取り組んでいる。このほか、定期
的な職員による道路パトロールや昨
年10月から運用を開始した携帯電話
アプリ「道路通報システム」により
市民から危険箇所の通報があった場
合は速やかに補修をするなど、日頃
より適切な維持管理に努めている。

業を展開した。本市では早い時期か
ら全庁的に子育て関連施策に取り組
んできた。「子育てするならふっさ」
のスローガンが職員全体に強く根付
いており、継続した施策の展開につ
ながった結果、毎年度どの角度から
見ても他の自治体に負けないものに
なっていったと考えている。

　市長　広場や公園の整備、歩行者
環境の向上、新たな公共公益施設と
民間街区との連携での来街者の増加
でにぎわいや魅力が創出されると考
える。当地区は駅を中心に発展した
ことから、生活利便施設等の誘導に
よるコンパクトで利便性の高い市の
中心部としての役割を期待している。

細を伺う。
　教育長　図書館事業「一日図書館
員」のステップアップ事業で、司書
の仕事や図書館のしくみを学び「読
書リーダー」となる「ジュニア司書」
を養成する。読書の楽しさ、喜びを
伝え、活動を通じ社会の担い手とし
て成長することを期待する。

西口前交差点など２か所の計５か所
を選定。福生署より東京都公安委員
会に上申していただき、これまで鍋
ヶ谷戸交差点と福生病院前交差点の
２か所に設置している。今後、残り
３か所の早期設置を福生署に働きか
け、その後は改めて必要に応じ新た
な設置箇所を選定したい。

キャッシュレス化の推進について
　質問　自治体でも納税・手数料等
徴収のキャッシュレス化の動きが見
られる。本市も検討すべき時期では。
　市長　本市では窓口での支払いの
キャッシュレス決済は未導入だが、
市税の納付書ではバーコードで手続
きが行えるモバイルレジを導入して
いる。決済方法が多く、選定の難し

さや初期費用及び運用費用などの課
題がある。先進事例を研究したい。

「自治体デジタル・トランスフォー
メーション（ＤＸ）推進計画」の推進
体制について
　質問　総務省により計画が策定さ
れ、本年１月から実施されているが、
本市での推進体制を伺う。

　市長　計画では、自治体のデジタ
ル化には組織体制の整備や人材の確
保・育成等で推進体制を構築するの
が望ましいとしている。社会のデジ
タル化の流れに対応し、市民の利便
性向上や業務効率化を図るには体制
強化が必要。今後国から示される標
準的手順等を参考に進めていきたい。
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